
























す る時期が1730年代で もあ るのであ る。
1730年代 にはこのように一見 して相反する
二つの傾向が同時に併存 してい る。そ して
それは美術のさまざまな分野において共通
の現象であるが,と くにデザインとして,












イタリアの影響の もとにパ リのパ レ ・ロワ
イヤルでおこなわれたものからといわれて
い る。 その後 には まだルイ14世(1638--
1715)の時代が長 くつづ き,ヴ ェルサイユ
宮殿の造営がおこなわれた。そ して1682年

















宮廷 と政府は再びパ リへ戻 り,そ の間にイ







児 の王女 の誕生 な どがあった。パ リで は





15世の結婚式にさい しても多 くめデザ イン
をまか されてい る。 さ らにメッソニエは
1726年にパ リのサン ・シュルピス教会 の正







定着 して,次 々 と王女や皇太子が誕生 し,
1739年には長女 の結婚式が華やかにお こな
われた。 ヴェルサイユ宮殿ではロココ様式
の内部改装がつづ き,ル イ15世様式 とよば
れる猫足の曲線 の多 い家具 も登場 した。パ
リで はロココ建築の代表 といわれるスー















われ,や がて1748年にはポンペ イも発掘 さ
れて,古 代への関心が増大するが,ヘ ルク
ラネウムより5年前 にセルヴァン ドニの列







判 と反省 をふ くんでいると考えることもで
きよう。そ して1739年のルイ15世の長女の









批判などがあ らわれ,ロ ココはその優美 さ
の中に古典的様相を加える。 しか しそれは
決 してロココにとってのマイナスではな く,




そ のような局面 を内蔵す るロココ様式 に
とって重要な時期であったことを改めて強
調 したい。
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